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0．本日の目的

アカデミックなルールや枠組を埋め込む対象である現地の
「木造住宅産業」は、どのようなものか？

また、既存のルールや枠組を守りながら、または逸脱しながら、
動いている、現地の「住宅生産現場」は、どのようなものか？

それらを臨場感を持って報告したうえで、設計・施工に
関する簡単な課題例を挙げ、その解決方法や方針を提案する。
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１．自己紹介 韓国との関り
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自己紹介 4

所属会社：都築木材株式会社 本社 長野県伊那市 約150人

事業内容：主に木材の輸入販売。その他、建材・サッシ、各種工事
生産事業として、プレカット工場 住宅部材工場 製材工場

経歴：主にプレカット工場の運営 企画開発。２015年より、
プレカット材の輸出や技術移転の企画に参加

韓国には2017年より、他社の企画を
引き継ぐ形で関与を開始。現在も韓国企業へ
主にプレカットや木材を卸している。

伝統韓屋の構造 2018

本日お呼び頂いた理由？

設計士でも施工管理者でも大工でも住宅営業マンでも
研究者でもないが、それら全ての方々と協働し、
住宅生産の現場に関わってきたから？
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プレカット出荷例①‐1 5

ソウル郊外 韓屋(ハノク)風平屋 在来軸組工法
特徴 ヒノキの90角 105角 120角を多用している
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プレカット出荷例①‐2 6

・桧の並材を見せることでも、十分喜んでもらえる

・小屋裏やロフトなどの空間は、RC建築では
作りにくいため、韓国の施主に人気。
①勾配天井 ②吹抜 ③ロフト/小屋裏
④梁の現し仕上 が人気（おそらく世界共通）
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プレカット出荷例② 7

2,3Fが木造 ２×4構造の代替

・輸入JAS集成材と金物工法
・現地のノウハウで完結

桧の並材の正角や小割材を利用した
エクステリア系小物件

・住宅の構造用ではないため、短材や
余り材を使いやすいことが魅力。
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まずは産業全体のイメージ

２．韓国の木造住宅市場



韓国における木造住宅の設計及び施工の問題点 2021.3.18

２×４と軸組工法 近年の歴史 9

＜全体の流れ＞

1995 2000 2005 2010 2015 2020 2025

研究開発
ﾌﾟﾚｶｯﾄ 工業化

ﾊﾟｯｹｰｼﾞ輸入
施工の簡素化

新韓屋の開発志向 1999

2013モデル
ﾌﾟﾚｶｯﾄ技術の実装

2010
設計の合理化
設計者の増加

2007
大規模分譲
施工者の増加

2020.12.16
(仮称)木造建築 韓日技術懇談会

CWKの支援拡大/法規の整備

・韓国における木造住宅の導入に際しては、軸組構法も２×4構法も着手時期
としては、それほど変わらない。

・しかし２×4住宅は、

①建材もﾊﾟｯｹｰｼﾞ輸入 ②プレカットが不要 ③資材流通が容易
④施工方法の規格化 ⑤法規の整備

などの理由により、いち早く普及が実現した。

軸組

2✕4

参照：近年の韓国における木造住宅生産に関する研究,2015,Sunwook KIM
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二大都市のロケーションと流通 10

半径70㎞範囲

150㎞

330㎞

70ｋｍ

Incheon

ﾅｲｽｺﾘｱさん

距離感の参考に、関東圏と重ねてイメージす
ると、半径70kmは東京駅から、小田原・秩
父・小山あたりの圏内となる。

東京から直線距離で300㎞の都市は、四日
市・仙台等となり、遠い感覚をもつ。しかし、
全国に高速道路がある韓国では、無理すれば
日帰り可能な範囲ではある。

住宅資材の卸売り(問屋) ⇒全国が商圏
（※輸送は買い手負担が一般的）

住宅資材の小売、各種工事 ⇒得意地域が
およそ北部と南部で分かれる
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住宅着工数と、その地域 11

引用：木材産業の現況と対韓木材輸出（CLAIR,2015）

同着工数は2001年から確実に増加している。
木造住宅１戸あたりの面積が減少傾向。
⇒セカンドハウス的な小物件が増加したため

※100㎡以下は建築届けだけでOK。2020年の建築許可
は約1.15万棟。

木造住宅の着工数と建築面積 地域別構造種別着工棟数

引用：韓国の2016年住宅着工実績（JAWIC,2016）

2016年の木造建築の着工数は約1.5万棟。そのう
ちソウル近郊北部は6493棟となる。木造における
工法別の統計は存在しないが、種々のﾚﾎﾟｰﾄから、
現在約１割程度が軸組工法と推測される。

118.3㎡/戸

102.9㎡/戸

77.3㎡/戸

86.9㎡/戸
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今後の市場予想 12

ソウル近郊北部(京畿道と江原道)の木造住宅の棟数
(全体の42％)

全体 韓国北部 2×4 軸組(シェア)

2020年 15,000 6,400 5,900 500(10%)

2025年 18,000 7,700      6,500 1,200(16%)

2030年 21,000 9,000 6,300 2,700(30%)

各種統計と現場体感による、私の希望的観測

2025年 韓国全土で
約6,700床坪/月の軸組用木材の需要

※一般的な最新鋭小型1ラインのプレカット工場は、2500床坪/月の生産規模

設計及び施工の問題点
⇒市場規模に沿って、段階的に解決してゆく必要

がある。（早すぎても、大掛かり過ぎても意味がない）
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パラダイムシフトの真っ只中 13

(Website : Canadian forest industries 2020/12/16)

(日刊木材新聞 2021/3/10)

日本産木材は、素材として
米加材より、別に高くはない

韓国のツーバイフォー住宅は、
どこへ向かうか、分からない！

米加材の高騰
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木造住宅の分類 14

－構造安全確認書類が必要(抜粋)－
・3階建以上（木造）
・延べ床面積500㎡以上（木造）
・高さ13m 軒高9m以上

－小規模建築物(抜粋)－
・2階建て以下 延床面積500㎡未満
・高さ9ｍ軒高6.5ｍ 軒下から屋根まで4m以下、1階の階高3.5ｍ以下
・木材製品の規格、品質はKSF3020・・・・に適合するもの、または

これと同等以上のもの
・建物の最大の外接四角形の長辺が18m以下で、長辺と短辺の比が

３：１以下であること

＜考慮すべき法規＞

－建築許可と届出－
建築届で認められるもの(抜粋)
・延床面積100㎡以下の新築
・標準設計図書による建築
・一定規模以下の工場、倉庫、

畜舎、農業用ハウス －構造基準の適用範囲－
・小規模建築物以外⇒建築構造基準
・小規模建築物 ⇒建築構造基準、

又は小規模建築構造基準

この小規模建築構造基準に、様々な
な「仕様規定」のようなものが
存在しており、それを守ることに
より構造設計を容易にしている。
事実上2×４住宅を対象とした項目
も織り込まれている。

この中で、木構造の性能設計の
ための様々な項目について書かれ
ている。
また軽骨木構造として、２×４構造
についての規定が書かれている
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木造住宅の住み分けと需要 15

100㎡以下 100㎡以上

小規模建築

小規模建築
以外

軽骨木構造（２×４）

重木構造（軸組）
伝統木構造（韓屋）

このボリュームゾーンの仲間に入れてもらわ
ないと、日本式軸組工法は絶対増えない。
または、軽骨木構造の仕様の「応用」範囲で
とどめるか？

↓
小規模建築構造基準内での仕様規定化が
根本的な解決となるだろう。（KDS4190内）
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では、どのような仕様を作っていけばいいのだろうか？

３．現場の観察
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先駆者（CANADA WOOD）の実績① 17

CANADA WOOD KOREA 
が発刊し無償配布している、
設計/施工マニュアル

マグサ梁の設計方法に
ついて、詳しく記載している
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先駆者（CANADA WOOD）の実績② 18

外壁の下地の作り方、階段の
作り方、2階床の湿式
オンドルの作り方・・・

構造の強度性能のため
だけではなくて、様々な
内外装に関連する標準
ディティールが記載され
ている。

約500ページにもわたる
全ディティール集。

しかしボリュームがあり
過ぎて、その重要度の
濃淡が見えづらい・・・
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先駆者（CANADA WOOD）の実績③ 19

（忠南大学グリーン建築研究所 CANADA WOODの共同開発）

建築物が小規模建築の範囲であるか、またその中で仕様規定を守れて
いるかをチェックするシート。耐力壁長さ等の算出もできるが、内容は
簡易であり、意匠設計者には便利である



韓国における木造住宅の設計及び施工の問題点 2021.3.18

これからは、設計と施工の実践現場において
最も気になっている点を挙げる

これらは、全て基本的事項であるので
『応急的』でも良いので改善してゆきたい
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平面デザイン① 21

・モジュール設計という概念が無い。寸法の押え方が、仕上がり優先である。
基本的にRC建築の施工図に似ている。

・南面の開口を非常に大きくとったプランニングが多い
耐力壁の長さ検討はあるが、日本のようなバランスの簡易チェックは無い。
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平面デザイン② 22

・1階と2階の間仕切りが揃っておらず、壁の直下率が低いことが多い

・セットバックした屋根なしバルコニーが多い（RC建築のテラスのイメージ？）
・矩計図のような、詳細に仕上構造と高さの関係が分かる図面が少ない

RC住宅ではテラスと
温室が人気
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屋根伏図 矩計図の精度（高さに関する精度） 23

・棟違い、母屋下がり、異勾配の隅谷等屋根形状が複雑な場合が多い。
しかしながら、その高さ設定(基準位置)が不明なことが多い。

・木造特有の「組み上げて」高さを決める。という意識は薄く、外観
デザインから後戻りして考えるため、不可能なオサマリになる場合
がある。

・同様に、詳細な矩計図が、あまり見られない。



韓国における木造住宅の設計及び施工の問題点 2021.3.18

基礎伏図 24

・1階床にオンドルを使用することが一般的のため、地中梁＋フラット
スラブが一般的である。ただし、地中梁の設置位置が疑問に感じる
図面も多い。

・アンカーボルトの位置を示した住宅設計図書を今まで見たことが無い
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施工現場 1階床 25

・ツーバイフォーの写真であるが、最終的には土台がモルタルの間に
埋まってしまう。立ち上がりを設けた基礎はほとんど見られない。

・後施工とするアンカーボルトが多い。また、基礎形状から盛土が多いもの
と推測できる。アンカー図が無いために、地中梁へのアンカーボルトの
設置は、田植え方式が今でも主流である。
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開口部 26

・頑丈で重いサッシが多いため、基本的に内付けタイプになっている。
外からサッシを留めるオサマリをほとんど見たことが無い

・下枠も水切りのカバーもなく、基本的にはコーキングのみの漏水対策
をしている現場が散見される。現地のRC建築の外断熱のオサマリに
類似している。
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これらの基本課題への対応

4．課題と対応
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意匠設計 28

①モジュール寸法を使った間取りを意識する

→ 平面図の中に柱の位置を記す（後で変更しても構わない）
→ 韓国で構造材生産を見込むのであれば、韓国の合板と石膏ボード

の既製品の割り付けからモジュール寸法を決める。インチであれば
915㎜や1220㎜を推奨

②大空間の上の屋根なしバルコニーはできるだけ作らない
（漏水は木造住宅に、重大なダメージを与える）

→ 屋根付きのバルコニーとする
→ バルコニー下に、少しでもいいので壁を作る

③南面に大きな開口部を作り過ぎない

→ 採光のためであれば、東西面の壁を有効活用する
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構造設計 29

①荷重の流れをイメージした架構デザインを考える

→大きなブロックの集合体として骨組みをとらえる訓練を行う
（梁掛け作業という、技術というより技能）

②バランスの良い耐力壁を設置する

→水平力への抵抗は、基本的には壁量であることを理解し、日本の
ような「バランス」も考慮した壁量計算を行う

③樹種と等級による基準強度を決定する

→構造計算のための基本である、材料の基準強度について、韓日にて、
すり合わせる。

※ これらの改善の後、単部品の許容応力や接合部の検討等の、専門的な
技術知識を身に着けた方が実践的である。
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施工 30

①現場で開口部等の位置や大きさをできるだけ変更しない

→サッシは基本カスタムメイドであるが、ある程度、既製のサッシ寸法
を作る

→耐力壁と、そうでない壁の区別をより明確にする。変更してはならない
壁があることを強く意識する。

②使用する金物の種類や品質を標準化させる

→性能が保証された構造用金物を明確に区別する方法を考える。
日本において基本である ZマークCマーク等の格付けと、
それを目視で区別しやすい商品を作る

③開口部の標準詳細図（推奨図）を作る

→開口部の木下地とサッシと水切り等の部品によるオサマリの
バリエーションのディティール集を作成する。韓国のサッシは重く、
クリープを考えると注意が必要である。
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現地改善例 31

↑日本のサッシの
既製品アクセサリ

韓国でよく使用される
高性能樹脂サッシの
オサマリのサンプル
ビスによる内付け

最近使われ始めた
外窓枠アクセサリー

サッシ店が加工取付
している
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どのようなゴールをイメージするか

５．まとめ
今後の実践現場への提案
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軸組工法の住宅生産 33

軸組木造住宅の生産とプレカット

設計

施工

部品生産(韓国式２×4にはない)

資材流通

技能者(大工)
施工管理

在庫
配送

サッシ他
構造材

現在の日本では、軸組プレカット工場は、木造住宅生産の幅広い分野に
関わっており、産業の発展を加速させている。これからの韓国を考えると、プレ
カット製品を意識した、設計や施工マニュアルを考えた方が合理的で
実践的であり、現地にインストールしやすいだろう。既にプレカットは

という韓国語となっており、それは「軽骨木構造」「重木構造」
という言葉 つまり一つの構法のように捉えている人もいる

意匠設計
構造設計

「프리컷」

軸組プレカット工場
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まとめ キーワード 34

①２×４住宅が軸組住宅より普及しているのは、前者の方が手に取り
やすかったから

②日本産木材 vs 米加材/欧州材の価格競争に関しては、2020年後半
からパラダイムシフトに入っている

③韓国には「小規模建築物」というカテゴリーがあり、２×４工法は
その中で建設しやすい形になっている。また、ここが一番のボリューム
ゾーンである

④設計 施工マニュアルについては、CANADA勢の堂々たる実績がある

⑤韓国は国土が狭く、物理的には新しい商品が全土に流通しやすい

⑥モジュール設計、耐力壁のバランス、漏水対策等、基本的な事項から
技術移転を丁寧に行う必要がある。

⑦プレカットという言葉が現地化しており、伝統的な軸組構造とは別物と
考えられている
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2×4

軸組

最低限の設計品質を確保するため

・日本式の基本的な構造設計方法の輸入
耐力壁試験 壁量計算 柱頭柱脚金物計算 基礎梁
の設計

・同上を小規模建築構造基準と重ね合わせる

＜今＞

最低限の製品品質を確保するため

・加工の容易な金物工法の導入と、材料基準の暫定的
な決定 韓国基準と日本基準の照合ルール

・現場の技能者や流通業者が扱いやすい、２✕4用材も
使用した商品作り

＜傾向＞

Transition

－指針―
まずは２✕4工法も含め、プレカット技術も使いながら
現地で生産される木造住宅の品質安定化に貢献する

Korean
fusion

韓屋

＜ゴール＞

ご清聴ありがとうございました


